















































































と解説し、①娑婆世界で浄土の三種の荘厳相を観じ、その功徳をもって修行する者は必ず浄土に往生することが きる、②浄土に往生して阿弥陀仏をみれば、未証浄心の菩薩が瞬時に平等法身の菩薩となり寂滅平等を得る いる。（五） 回向門最後に回向門については、









































































とある。ここでは往生浄土の経証として『無量寿経』 『讃阿弥陀仏偈』を引用し、阿弥陀仏の徳号を聞いて歓喜・讃仰・帰依すれば、念仏によって往生という大益を得ることができるとしているが、 『往生論註』のように讃歎を口業（称名） するような説示はみられない。

































































































































































































性を証明するためにこれだけの大乗経論を博引傍証し、末法における時機相応の往生行として念仏三昧を勧示するのである。同時に、これらの大乗経論が念仏三昧の典拠となる以上、道綽が提示する念仏三昧とは称名だけではなく、広義には礼仏（礼拝） ・咨嗟（讃歎） ・作往生意（作願） ・観察・廻願往生（回向）といった五念門的要素を含むものである 思われる。（二） 念仏三昧の相状道綽は念仏三昧の相状について、
行者亦爾。念阿彌陀佛時、亦如彼人念渡、念念相次無餘心想間雜。或念佛法身、或念佛神力、或 佛智慧、或念佛毫相、或念佛相好、或念佛本願。稱名亦爾。但能專至相續不斷 定生 前。今勸後代學者。 （中略）若始學者未能破相 但能依相專至、無不往生。不須疑也。












































であり、願生者が阿弥陀仏に対して行う全身体的行為を包括したものであ 。道綽が五念門を採用しなかった背景には、このよ な念仏三昧によって願生者が修すべき実践行を画一しようとする意図がみられ 道綽は五念門のよう 複数の行法を必要 する実 体系 はなく、あくまでも念 三昧という最勝の一行のみ 徹底 て勧示ことに 践論の主眼を置いたのではないだろうか。
まとめ
本稿では「道綽『安楽集』所説の実践論について──五念門を中心に──」と題し


















（38）『正蔵』四七、二一頁下。（39）『正蔵』四七、五頁中。（40）『往生論註 には「但言憶念阿彌陀佛。若總相、若別相、隨所觀縁心無他想、十念相續名爲十念。但稱名號亦復如是」（『正蔵』四〇、八三四頁下）との一文がある。（4（）『正蔵』四七、一九頁下。（42）『正蔵』四七、一五頁上。（43）『正蔵』四七、一六頁下。（44）『正蔵』四七、一八頁中。（45）『正蔵』四七、二一頁上（46）『正蔵』四七、二〇頁下。（47）拙稿「道綽『安楽集』所説の難易二道について」（『浄土学』四六、二〇〇九年）を参照。（48）『正蔵』四七、一三頁下～一 上（49）なお、『安楽集』における「念仏」と「念仏三昧」、さらには「観仏三昧」との関係については、後日改めて検討することとし、ここでは藤丸智雄 『安楽集』における「三昧」の受容」 『武蔵野女子大学仏教文化研究所紀要一七、二〇〇〇年）にもとづき、「念仏 広義の念仏）」と「念仏三昧 狭義の念仏）」を同義のものと捉えておく。（50）『正蔵』四七、一一頁中。（5（）第一大門に「彼諸佛等亦以色身相好化度衆生、從是以後即得百千億 佛三昧門」『正蔵』四七、六頁下）とある。（52）道綽は第三大門において 『無量寿経』第十八願と 観経 下品下生を合釈した独自の願文 『正蔵』四七、一三頁下）を提示し、称名念仏による往生を説いているが、第七大門で「若欲發心歸西者、
單用少時禮觀念等
、隨壽長短、臨命終
時、光臺迎接迅至彼方、位階不退 （ 正蔵』四七、一 頁下）と述べているように、称名はあくまで念仏三昧の一相状である 考えられる。（53）『正蔵』四七、一五頁下～一六頁中。（54）『正蔵』四七 五頁下。
